
開催日時： 平成30年10月19日（金） 14:30～17:15
開催場所： KKR HOTEL NAGOYA 芙蓉の間
主 催： 中部経済産業局

プログラム
＜第1部＞ 成果報告会

14:30～14:40 中部WIN活動報告
中部経済産業局 地域経済部長 閑念 麿聡

14:40～15:40 グループ研究の成果発表
15:40～16:10 意見交換・質疑応答
16:10～16:25 講評

トヨタ自動車株式会社 取締役 菅原 郁郎氏
全体サポーター：森松工業株式会社 取締役 西村 今日子氏

＜第2部＞ 修了式
16:45～16:50 主催者挨拶 中部経済産業局 局長 髙𣘺𣘺 淳
16:50～17:00 本省挨拶 経済産業省 大臣官房審議官（経済社会政策担当） 新居 泰人
17:00～17:05 参加企業代表 ご挨拶 株式会社デンソー 常務役員 下方 敬子氏
17:05～17:15 修了書授与

グループ研究の成果発表

中部地域の女性活躍の現状を踏まえ、半年間の中部WINの具体的な取組
内容を説明し、「参加者の皆さまには活動の過程で培った3つの力を大切
に今後の活躍を祈念します。」と報告しました。

＜発表タイトル＞
Aグループ
「つながる社会」における小売・サービス成長方策
Bグループ
農食品産業の発展方策
Cグループ
「人手不足対応、多様な人材の活用」に向けて
Dグループ
ものづくりマザー機能の維持強化策 中小企業の新事業創出
Eグループ
災害発生時における事業継続性の確保

第１部 成果報告会
中部WIN活動報告 中部経済産業局 地域経済部長 閑念 麿聡

有識者へのヒアリングやサポーター・アドバイザーから助言を受けながら半年間グループワー
クを進め、具体的なデータや女性ならではの視点を盛り込んだ官民による新たな政策提言をま
とめました。
また、どのグループも寸劇や対話を交えるなど、伝え方に工夫を凝らした発表で、各々のグ
ループの個性あふれる成果報告会となりました。
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参加者の感想

第２部 修了式

・富𠮷𠮷前局長より初回から第5回までの参加者の熱意あふれる活動の様子や各グループワーク、
特に成果報告会での政策提言に向けた後半の頑張りに大変感心したと感想をいただきました。

・参加企業の経営層の方からは、「本研修で得た行動力・ネットワークを今後どう活かすか
期待したい」、「企業はもっと経営層に女性を登用すべき」、「自社でも今後リーダー育成
研修を実施していく予定」といった感想をいただきました。

・その他会場からは半年間苦労した点について質問があり、各グループからテーマの絞りこみ
の難しさや提言に向けてどうまとめるか悩んだ等、試行錯誤したという話がありました。

意見交換・質疑応答

講評 トヨタ自動車株式会社 取締役 菅原 郁郎氏
全体サポーター：森松工業株式会社 取締役 西村 今日子氏

本省挨拶 経済産業省 大臣官房審議官（経済社会政策担当） 新居 泰人

中部ＷＩＮ 参加企業代表 ご挨拶 株式会社デンソー 常務役員 下方 敬子氏

・各グループそれぞれに対し講評を頂きました。
・菅原氏からはねぎらいの言葉とともに、「短期間で具体的にまと
められており素晴らしい。得られたネットワークをメンテナンス
し今後広げ、頑張っていただきたい」

・西村氏からは「半年間の成長をみせていただき感謝している。
自社に帰っても新たな活動にチャレンジしていただきたい」と、
今後に向けての激励もいただきました。

「本研修での一番の収穫は志の高い仲間と出会えたこと。業種を超えた仲間同
士で切磋琢磨することは日本社会にとって大きな活力となる。お互いに磨き
合っていただきたい。」とお言葉をいただきました。
修了証授与 中部経済産業局 局長 髙𣘺𣘺 淳

主催者挨拶 中部経済産業局 局長 髙𣘺𣘺 淳
男女雇用機会均等法施行後この３０年間の女性就業環境の変化に触れ、「女性活
躍推進のためには、女性リーダー層の企業規模・業種を超えたネットワークが今
後益々重要である」こと、「今回参加された女性の皆様には後輩からの立派な
ロールモデルとなっていただき、各企業においても女性リーダー育成の気運を高
めていただきたい」と呼びかけました。

東京でスタートしたWILの取組が波及し、中部WINが立ち上がったのは非常に意
義深い動きであり、今回報告会での提言内容が具体的・リアルで大変よかったこ
とに触れ、「今日は本当に来て良かった。女性活躍なら中部と言われるよう、そ
してタテにヨコにつなげて頑張ってほしい。」と力強く心のこもったお言葉をい
ただきました。

・普段触れることのない企業等へのヒアリングで、これま
でとは違う経験ができたのが良かった。
・他業種の方々と活動できたことは新鮮で、新たなネット
ワーク構築ができた。このネットワークを大切にしたい。
・中部WINの取組をきっかけに、社内でも女性活躍の気運
が高まり、新たな取り組みを始めることになった。
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